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兄弟 

兄が死んだ。姉から電話でそのことを知らされ時、私は思わず小

さな声で「万歳！」と叫んだ。１６年待った。長い１６年だった。  

なかにし礼さんの著書「兄弟」の冒頭の一節です。  

中西一族は満州から引き揚げ小樽に住んでいました。兄が家を担

保に借金し、ニシンの網に賭けて全てを失います。  

年月が過ぎ礼さんは石原裕次郎さんと出会いました。これが作詞

家なかにし礼を生んだ原点です。最初の作品は菅原洋一さんの「知

りたくないの」でした。作詞家、作家としても大活躍します。  

一方の兄は、博打好き、見栄っ張り、会社を設立しては倒産し借

金が残る。この繰り返しで倒産させた会社は１０数件に及び、その

度に礼さんが尻ぬぐい、肩代わりした借金は計り知れません。  

この「底無しの甘ったれの怪物」が、ゴルフ場の開発に手を出し

ました。礼さんは知らぬ間に社長にされていました。違法が発覚し

会社は倒産、兄は姿を消しました。兄の借金２億円を加えると、全

財産を処分しても、５億５ ,０００万円の負債が残りました。  

礼さんは生活にも困窮する借家住まいとなりました。が、めげず

にヒット作品を連発し、この借金を返すことができました。  

絶縁してから１６年、兄の死を知り思わず「万歳！」と叫びまし

た。尋常でない兄の「呪縛」から解き放された瞬間でした。  
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相続での遺産分割協議は、人間の本性が表に出てきます。自分に

嘘がつけません。この時の姿が「本当の自分の姿」です。                                                            

◎ある母親が亡くなりました。兄夫婦が母の最期を看取りました。

遺産は自宅と預貯金で、相続人は兄と弟の２人です。  

母は弟を溺愛し、ほしいものは何でも与えました。弟は「はしっ

こい」が、兄は「とろい」と、よく言っていたそうです。  

「とろい」と言われた兄は、長男ゆえに我慢と苦労を強いられ、

思いやりと人望ある人間に育ちました。  

「はしっこい」と言われた弟は、甘やかされ、ずるくて身勝手な

人間に育ちました。未だ結婚できず独身です。  

この兄弟の遺産分割協議に立ち会いました。兄が口火を切ります、 

墓守や親戚付き合いなどを考慮し分割案を出しました。が、弟は聞

く耳を持ちません。兄に対し言いたい放題です。兄はこぶしを握り

ジッと耐えています。よく我慢していると思いました。  

弟は１円単位までこだわります。兄は自宅を相続し、あとは譲り

預貯金のほとんどを弟が持っていってしまいました。  

世の中には礼さんの兄やこの弟のように、人格がまるで違う兄弟

もいます。同じ親から生まれてきたとはとても思えません。  

親の財産もらうのは当たり前、有り難いとの気持ちがない、感謝

がないから譲れない、相続争いをする兄弟の共通点です。  

多くを見てきましたが、相続は子育ての集大成です。相続争いや、

兄弟仲が悪いのは、親の子育ての失敗だと思います。  


